










































































































































































































































































































2006年度 合格全体 不合格＜120点 120点～140点 140点～160点 160点以上
人 数 66 18 25 24 9
アクセス回数平均 58.33?? 15.94?? 22.96? 77.63? 82.89
アクセス最大値 481 139 174 481 243
アクセス最小値 0 0（50％) 0（28％) 0（21％) 0（22％)
標準偏差 94.95 33.32 37.72 113.19 98.06
※アクセス最小値のカッコ内は人数に対して最小値であった者の割合 ??p＜0.01、?＜p＜0.05
2007年度 合格全体 不合格＜120点 120点～140点 140点～160点 160点以上
人 数 59 22 22 25 1
アクセス回数平均 133.49 76.41 112.95 173.36 －
アクセス最大値 1150 696 710 1150 438
アクセス最小値 2 2 3 2 －
標準偏差 195.77 139.31 183.25 230.7 －
図10 e-learningアクセス回数と国家試験得点数の相関
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いると推察される。そのため、パソコンの画面を
見て長時間勉強をすることは、身体的、特に視覚
的に非常に困難であるという訴えが多かった。一
方でインターネットを見始めると１時間以上と比
較的長くパソコン画面を見ることはできることか
ら、例えば、文字ばかりの羅列ではなく、図や画
像など、視覚的に受け入れやすいような解説集を
付属させるなど、具体的な対策が必要であると考
えられた。また、新規立ち上げで間もなく、入力
作業でのミスが確認しきれず、誤字脱字等の指摘
が多かった。これについては、使用者から指摘し
てもらうのと同時に、管理者も随時チェックする
ことで改善していく必要があると考えている。
各機能の利用率と満足度について、2006年度
は、利用はしているが、それほど満足度が高くな
らなかった。その理由としては上記にあるような
誤字脱字、採点ミスが要因と考えられる。2007年
度ではまだ改善しきれていないものの、満足度は
上昇しているため、状況は好転していると考えら
れた。また、模擬試験の利用率が低いことについ
ては、模擬試験の機能が追加されたのは2006年度
の国家試験の５ヵ月前ほどで、模擬試験の機能に
ついての説明会も行われなかったため、使い方が
わからなかった学生もいたと考えられる。しかし、
2007年度においてはさらに利用率が減少してい
るため、模擬試験を行うには問題解答に長時間か
かることから、視覚的疲労が強いと懸念され、避
けられていた可能性が考えられた。授業ライブに
ついては、管理栄養士演習の授業をアップしてい
たため、一度聞いたことのある授業であることか
ら、多用されなかったと考えられた。授業ライブ
の主たる目的は国家試験をめざす卒業生のためで
あるので、当学生の利用率の低さはさほど問題に
ならないと考えられた。しかし、現在既卒生の利
用率は非常に低く、今後既卒受験者のフォロー
アップの体制について検討していく必要があると
考えられた。
興味深い結果として得られたことは、国家試験
合否とアクセス回数の差である。2006年度におい
て、合格者と不合格者ではアクセス回数に有意な
差が認められた。また、合格ライン上である120点
以上140点未満と140点以上160点未満の間にも
有意な差が認められた。これらの結果から、７割
以上の得点者に比べ、不合格者および合格ライン
前後の学生はアクセス回数が有意に少なく、e-
learningが国家試験の得点に効果があることが
示唆された。また、アクセス回数と得点数に相関
がみられたことからも、e-learningが国家試験の
得点に寄与したことが示唆された。さらに、別の
角度からみれば、「学習意欲」の差が表れているよ
うにも見受けられ、e-learningを積極的に行うも
のは勉学そのものを積極的に取り組んでおり、そ
のため合格率が高いとも考えられた。e-learning
は随時学生のアクセス状況や分野ごとの成績を管
理者側が把握することが可能である。早い段階で
国家試験学習意欲の低いものを見つけ出し、フォ
ローをする手段としてもe-learning機能は有効
であると考えられた。
５．おわりに
管理栄養士国家試験対策としてe-learning自
学自習システムが運用されて３年目になるが、本
報告では運用初年度から２年間、学生へのアン
ケート調査という形でe-learningの有用性を検
討した。学生の利用率と満足度は高く、アクセス
回数と得点数に相関もみられたことから、有用性
は高いと考えられた。しかし、利用率とアクセス
回数の増加、満足度の向上が合格率の上昇へ結び
つくには至っておらず、e-learningの機能がまだ
有効に利用しきれていないことが推察された。全
国の新卒者合格率を上回るような合格者数を輩出
できるよう、今後も継続的に学生へのアンケート
を行い、より使用しやすく効果の高いe-learning
の構築を行っていきたいと考えている。
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